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FACT 8

「シカ算式」と例えられる繁殖曲線  年増加率20％

シカ算式に増える高い繁殖力

1年目

シカの繁殖

	妊娠率が非常に高い

	寿命が長く高齢でも出産
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　ニホンジカ（以下シカ）が日本各地の森林に深刻

な影響を及ぼしている。シカの適正密度は1km2あ

たり3〜5頭とされている（自然環境研究センター）が、

その密度に抑えられている地方は、むしろ例外にな

りつつある。

　シカは繁殖率が非常に高く、指数関数的に増え

てしまう。1,000頭が15年後には1万頭に増えてし

まうが、その1万頭のシカがさらに2万頭に増えるの

にはわずか4年ほどしかかからない。

　シカが増加すると、「過採食圧」と呼ばれる森林

下層植生への影響が起こる。シカは、一部の不嗜

好性植物を除いてほとんどすべての植物を採食す

るため、植物群落の単純化を招いてしまう。そして、

食い尽くされた植物に依存する昆虫や鳥類、ほ乳

類にも影響を及ぼし、生態系のバランスを崩す。

　さらに、冬期などに餌が不足すると、樹木の外樹

皮をむき内樹皮を食べてしまう「剥皮害」も見られ、

剥皮を受けた樹木は立枯れしてしまう。結果、シカ

が密集する地域では樹木は立枯れ、幼樹は育たず、

不嗜好性植物だけが残り、森林が衰退していってし

まうという結果を招くことになる。

戦後、いったん絶滅が危惧されたことにより保護政策が長く続き、その間に指数関数的に増え、70年代に顕著な増加が

始まっている
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